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日本全国、
世界からも学生が集う駒大。
故郷のいろんなことを

アピールしていただきます。 　私の出身地である長
野県は、海に面せず８
県に面した山岳地帯に
あり、県歌である「信濃

の国」が有名です。また、味噌の生産量・
消費量も日本一で、信州味噌、信州そば
なども有名です。県民性は、勤勉、議論
好きで頑固、実学を尊ぶ気風が強いです。
そして、日本有数の長寿県でもあります。
　また、人材育成に大変熱心で全国的に

も「教育県」と言われています。そのため、
「白文帳」という長野県でしか使われてい
ない漢字練習帳があり、中学生の時は毎
日1ページの宿題がありました。
　わさび・クルミ・レタス・白菜・エノキが、
生産量全国第１位を占めており、信濃川
（367km）は日本一長い川です。
　出身の有名人は、「君の名は」の映画監
督・新海誠さんやお笑い芸人「オリエン
タルラジオ」の藤森慎吾さんです！

第  7  回
お国自慢

今回のお国自慢

長野県

経営学部 
市場戦略学科２年

巻渕 奈央
出身高校：
岡谷南高等学校

長野県ＰＲキャラクター
「アルクマ」
©長野県アルクマ

食べ物

名　物

『くるみやまびこ』

『御
おん

柱
ばしら

祭
まつり

』

〈長野県〉ってこんなところ

【ずく】

巻渕さんのお
すすめ

これぞ長野弁
!

長野県産特製クルミキャラメルをサクサクのクッキーで包んだ、モンドセレク
ション13年連続最高金賞を獲得している、地元で長年愛されるご当地スイ
ーツです。

意味：「根気・根性・辛抱強さの様な事を“ずく”と言います。これは長野県全域で使
います。
例文：「ずくだせ！」→「根性だせ！」

７年に１度しか開催されない長野県諏訪市の式年祭で、諏訪大社の神聖な行事として1200年以上続
く日本３大奇祭の一つです。
７年に１度しか開催されない長野県諏訪市の式年祭で、諏訪大社の神聖な行事として1200年以上続

　三船ゼミは国際関係及び国際政治を専門とするゼミで
す。現在は３・４年生の計11人が所属しています。ディ
ベート等の対外的な活動は行わず、授業時間での個人研
究の報告を主な活動としています。ゼミ内での発表では
あるものの、「客観的な根拠を示す」、「筋道を立てて論理
的な結論を導き出す」ことをルールとして、緊張感を忘れ
ずにそれぞれの研究を報告し合っています。
　当ゼミでは国際関係という広い枠の中で、各人が自由
にテーマを設定して研究するため、互いの専門分野につ
いて十分な知識を有していないことも時にはあります。
ゆえに、ゼミ生は事前に送られてくるレジュメを基に、
その週の報告者全員分の発表内容について予習を済ませ
ておくことが求められます。毎週の準備は決して容易で
はありませんが、最低限の知識を持ってゼミに臨むこと
で、発表に対する理解度を深められるだけではなく、報
告者に的確な意見や質問をすることができます。一人ひ
とりの研究について全員で学びながら、議論を重ねるこ
とでよりレベルの高いものに昇華させていくことができ
るのが三船ゼミ最大の特徴です。
　また、前述の「客観性」・「論理性」は議論の際にも重視

されています。こうした基本を意識して繰り返すことで、
回を増すごとにゼミ生個人の能力は、思考力、発言力と
いった面で着実に向上していきます。４年生はもちろん、
３年生も前期を見ただけでも大きな成長が見受けられま
した。国際関係について学ぶだけではなく、社会で必要
とされる力も磨かれるのが当ゼミの魅力と言えるでしょ
う。

法学部政治学科４年　田中 俊輔

私のゼミMy Seminar vol.136 法学部　三船 恵美 ゼミvol.146

（2018.10.15）8



■ 正解者の中から抽選で5人の方に駒大オリジナルグッズ「サーモスタンブラー」・「T
シャツ」・「マフラータオル」をプレゼント。右記QRコードよりフォーマットに沿って応募
してください。必ず氏名・学生番号を明記してください（記入がない場合は無効となりま
す）。応募は一人一回のみ有効です。応募締切は、11月30日（金）です。当選者には総
務部広報課より連絡します。クイズの正解は学園通信335号で発表します。

駒沢キャンパス内の
いちょうの木の数はいくつ？

駒澤大学図書館の蔵書数は？

A  . 約180万冊 B  .約126万冊
C . 約82万冊 D.約54万冊A  .7本　B  .6本　

C .5本　D.4本

Q.1KOMADAI QUIZ KOMADAI QUIZ

■ 正解者の中から抽選で5人の方に駒大オリジナルグッズ「サーモスタンブラー」・「T
シャツ」・「マフラータオル」をプレゼント。右記QRコードよりフォーマットに沿って応募
してください。必ず氏名・学生番号を明記してください（記入がない場合は無効となりま
す）。応募は一人一回のみ有効です。応募締切は、11月30日（金）です。当選者には総
務部広報課より連絡します。クイズの正解は学園通信335号で発表します。

いちょうの木の数はいくつ？いちょうの木の数はいくつ？

駒 大

クイズ

クイ
ズ に

答 え
て

限定
グッズ

をもら
おう！

KOMADAI QUIZ

Q.2

応募方法

COLUMN Vol.8
在外研究 アメリカの「借金時計」

　小西 宏美経済学部准教授

　

　2017年４月から１年間、アメリカ・ニュージャージー
州にあるSaint Peter’s Universityに滞在していました。大
学はジャージー・シティという町にあり、ニューヨーク・
マンハッタンまで鉄道で20分程度という便利な場所にあ
ります。大学では若い学生たちとともに授業を受けたり、
自分の研究テーマについて報告する機会をいただいたり、
と大変有意義な時間を過ごすことができました。アメリ
カの大学らしく教員も職員もお互いファーストネームで
よび、アットホームな雰囲気の中で研究することができ
たのは大変幸運でした。
　バス１本で行ける気軽さもあり、ニューヨークへ出か
けることも度々でした。マンハッタンのタイムズ・スク
エアの近くには、いわゆる「借金時計」とよばれるNational 
Debt Clockがあります。アメリカが財政赤字を膨らませ

た1980年代末に国債発行が増
加することを憂いた投資家が
設置したもので、今現在の国
家債務残高がどれくらいある
のかを電光掲示板で表示して
います。毎秒、急激な勢いで増加していく数字をみると
とても怖くなりますが、設置した投資家はまさに人々に
そのような形で警告を発したのです。さらに南に下った
ウォール街のアメリカ金融博物館にも同じ借金時計があ
ります。そこには、借金残高の表示とともに以下の言葉
が記されています。
「国家債務は、それが過度なものでない限り、我々に恵みをも
たらすであろう」
アメリカ合衆国初代財務長官　アレクサンダー・ハミルトン

法学部政治学科 4年　黒口 那津さん

　私は、３年生の時にミスコンに出場しました。サ
ークル活動や部活動はしていなかったので、大学生
活でしかできないことがしたくて出場を決めました。
活動中はとても大変でしたが、グランプリをいただ
くことができ、さらに、ミスオブミスまでグランプ
リになれるとは思っていませんでした。
　私の人生は、駒澤大学に入学してから大きく変わ
りました。これまでは、いつも失敗や恥から逃げて
きましたが、一歩踏み出した先に見えた景色は忘れ
られません。
　私のことを見て、何かにチャレンジしてみようと
いう勇気を与えられる存在になれるよう、これから
も頑張っていきたいと思います。

黒口那津さんは、オータムフェスティ
バル（大学祭）で開催された「ミス駒
澤コンテスト2017」でグランプリを獲
得。その後、全国のミスキャンパスか
ら日本一を決定する日本最大級のミス
コンテスト「Miss of Miss CAMPUS 
QUEEN CONTEST 2018」でも見事グ
ランプリに輝きました。

今号 の 表紙

プロフィール
生年月日：1996年6月9日
出 身 地：岡山県
身　　長：150cm
血 液 型：O型 
特　　技：ウクレレ

（2018.10.15） 9



研究こぼれ話

花粉は動かない。
柴谷　晃

　弁護士業と掛け持ちの実務家教員なので、研究と言っても、
弁護士の仕事が暇なときに、紀要に研究ノートを投稿してい
る程度だ。最初の紀要に「民法186条２項の推定規定の性質は、
どの教科書でも例外なく、真正の法律上の推定の典型例と挙
げているが、そうではなくて暫定真実の規定だ」という話を
載せた。同条項が真正の法律上の推定だという見解を前提と
して真正の法律上の推定と暫定真実との違いを理解しようと
しても、私にはさっぱり分からず、自分の無能を実感してい
た。しかし、よくよく考えてみたら、教科書の記述の方が間
違いだということに気付いた。兼子一先生という民事訴訟法

学の泰斗が真正の法律上の推定だと言っているものだから、
あらゆる教科書が、何も考えずに兼子先生の見解を引き写し
ていただけなのだと思う。偉い人の書いていることは何でも
正しいのだろうという思い込みがある。そこで痛感したのは、
偉い人の言うことこそ鵜呑みにしてはいけないということで
ある。
　今年２月に逝去された科学教育者の板倉聖宣さんの本の中
に、「理科の教科書のブラウン運動の説明で、『水に花粉粒を
落とすと水の分子の衝突によって激しく動く』と書いてある
ので、生徒の前で実験して見たが、花粉がちっとも動かない
ので、自分の実験技術が稚拙なのだと思っている先生方が沢
山いる。動くのは花粉自体ではなくて、花粉が壊れて花粉の
中から出てきた微粒子なのである」とあったのを思い出した。
誤解を招くような教科書の記述の方が悪い。教科書に書いて
あることだから全て正しいなんて、思わない方がよい。

法科大学院　教授

科学研究費助成事業（科研費）は、人文学・社会科学から自然科学まで全て
の分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる学術研究を格段に発展させる

ことを目的とする競争的資金であり、ピアレビューにより、豊かな社会発展の基盤となる独創的・先駆的な研究に対して助成を行うものです。平成
30年度駒澤大学では、今年度からの新規課題13件、昨年度以前からの継続課題37件、合わせて50件の研究課題が採択されています。
●採択者一覧 ※GMS学部＝グローバル・メディア・スタディーズ学部

研究種目 継続/新規 所属 職  名 氏　　名 研究課題名
基盤研究(B) 継続 文学部 教授 片岡　栄美 日本のディスタンクシオンと社会構成意識　ー新しい文化資本と実践・意識の多元性

基盤研究(C)

継続 仏教学部 講師 加納　和雄 ヒマラヤ地域における梵文写本の請来者および伝来径路の同定
継続 仏教学部 准教授 藤井　淳 親鸞理解の変遷についての総合的研究―江戸時代注釈と聖徳太子信仰の分析を中心として
継続 文学部 教授 近衞　典子 上田秋成の俳諧研究のための資料整備と基礎的研究
継続 文学部 教授 熊本　史雄 「近代史料学」構築のための基礎的研究―地方行政機関の公文書管理規程の収集と分析―
継続 文学部 教授 酒井　清治 東国における初期仏教文化の導入と展開
継続 文学部 教授 松信　ひろみ 世代間関係、ネットワークからみた中年期から高年期への移行と夫婦関係に関する研究
新規 文学部 教授 山田　信行 ポスト資本主義の展望と資本主義の起源－移行論の再構築に向けた理論的・歴史的研究
継続 文学部 教授 藤田　博康 クライエントのニーズと選好を尊重した臨床心理援助実践のあり方に関する総合的研究
継続 経済学部 教授 浅田　進史 19・20世紀世界経済統合のなかのドイツ植民地経済論
継続 経済学部 准教授 井上　智洋 長期の貨幣政策とデフレ不況
継続 経済学部 准教授 江口　允崇 ゼロ金利下での政府支出は有用か-DSGEモデルを用いた理論分析と日米の実証分析
継続 経済学部 教授 北條　雅一 児童生徒および教員の観点からみた適正学校規模に関する経済学的研究
継続 経済学部 教授 水野　祥子 イギリス帝国林学ネットワークの再編と知の生産―英領インドの脱植民地化を中心に―
継続 経済学部 教授 渡邉　恵一 戦時・戦後復興期の民営鉄道－経営の多様性－
継続 法学部 教授 内海　麻利 日仏の都市計画法制における一般利益と個別利益との関係に関する研究
新規 法学部 准教授 奥村　公輔 ヨーロッパにおける二重機能型国務院の比較法的研究－権力分立と人権保障の観点から－
新規 法学部 教授 北野　かほる 法務と訟務の乖離－中世後期イングランドにおける"rape" 民事侵害訴訟－
継続 法学部 教授 坂本　達也 従属会社の少数株主保護のための法規制に関する比較法研究
継続 法学部 教授 原田　啓一郎 地域包括ケアシステムによる高齢者の住まいとケアの保障―地域居住の実現への法的研究
継続 法学部 教授 山崎　望 「ポスト代表制」時代の民主主義――新たなるコンステレーションの模索
新規 経営学部 教授 菅野　佐織 ライフイベントにおけるミックス・エモーションと消費者の購買行動との関連
継続 経営学部 教授 小本　恵照 フランチャイズに関する理論的・実証的研究：ビジネス・モデルからのアプローチ
継続 経営学部 教授 日野　健太 フォロワー視点によるリーダーシップに対する期待･失望のメカニズムの解明
継続 GMS学部 准教授 高　媛 戦争と観光――戦前期「満洲」における戦跡ツーリズムに関する歴史的研究
新規 GMS学部 教授 芝﨑　厚士 近現代日本の国際関係思想の形成　「未知との出会い」としての国際文化交渉
新規 GMS学部 教授 服部　哲 聴覚障害児の言語習得を支援するための手話学習ソフトの研究開発
新規 GMS学部 講師 松前　恵環 個人情報保護法制における「同意」の意義と課題－情報技術の進展に即した方針の提示
継続 総合教育研究部 教授 小川　順敬 久米島の明治大正期の郷土史および民俗資料の整理と研究
新規 総合教育研究部 准教授 別所　裕介 ネパール・ヒマラヤ地域における中国主導の経済開発と「仏教の政治」
継続 総合教育研究部 教授 小沢　誠 多重分岐曲面の３次元多様体への埋め込み（グラフ理論と３次元多様体論の融合）
継続 総合教育研究部 准教授 上田　倫史 総合的な受容・産出語彙の測定テスト開発とその予測値に基づく学習支援システムの構築
新規 総合教育研究部 准教授 勅使河原　三保子 Vocal stereotyping: An acoustic and perceptual study of how listeners make inferences about speakers
継続 総合教育研究部 教授 西村　祐子 伝統的皮革業集団の多文化比較におけるディスコース分析の可能性
継続 総合教育研究部 准教授 三好　俊介 パリ亡命ロシア文壇の言説空間に関する研究：「亡命文学」概念の生成現場として
新規 総合教育研究部 教授 伊藤　茂樹 非行少年の社会復帰支援と学校教育のあり方に関する教育社会学的研究

挑戦的萌芽研究 継続 文学部 教授 須山　聡 ネオ内発的発展論に基づく「限界集落」の生存戦略の構築―住民との協働による実践―

若手研究
新規 経済学部 准教授 西村　健 私的情報を持つプリンシパルによるメカニズムデザイン：オークション理論への応用
新規 法学部 講師 梅川　葉菜 アメリカ連邦制と三権分立制の相互作用：抑制均衡を担保する州政府の台頭
新規 医療健康科学部 講師 馬込　大貴 Radiomicsに基づく放射線治療支援システムの開発

若手研究(B)

継続 文学部 准教授 倉田　容子 宮崎夢柳作品における女性表象と「自由」の概念との連関性についての研究
継続 文学部 講師 平子　達也 出雲方言の地理的変異に関する研究
継続 文学部 准教授 角道　亮介 西周都城の性格に関する考古学的研究
継続 文学部 准教授 高田　良太 コンスタンティノープルのヴェネツィア人に関する研究
継続 文学部 講師 土田　久美子 共生型マルチエスニック・コミュニティ形成の社会的条件―ロサンゼルスを事例として
継続 経済学部 准教授 松本　典子 現代資本主義社会における労働者協同組合の機能とガバナンス
継続 経営学部 講師 武谷　慧悟 苦情顧客の類型化に基づく補償と説明を基軸としたサービス・リカバリー戦略の構築
継続 GMS学部 講師 阿部　康人 福島第一原子力発電所事故以降の市民データの社会的意義

研究活動スタート支援 継続 法学部 講師 髙田　実宗 現代型交通政策の法的枠組み論
 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 継続 経済学部 教授 水野　祥子 1960年代の国際開発援助とイギリス植民地科学者―アフリカへの技術援助を中心に（国際共同研究強化）

平成30年度科学研究費助成事業
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ここで紹介しきれなかった企画やオータムフェステ

ィバルの最新情報は公式Twitterとホームページに

て随時更新中！是非チェックしてみてください！

駒澤歌うま選手権 2018

K-pro

オータムフェスティバル
2018
開催

公式 ホームページ

オータムフェスティバル2018実行委員会

公式 Twitter

フレンズ

ACIDMAN

駒澤プロデュース研究会

ミス・ミスター駒澤
コンテスト 2018

大学祭

　皆さんこんにちは！オータムフェスティバル 2018 

実行委員会です。今年度の大学祭は 11 月３日（土）・

４日（日）に開催します。今年のテーマは「PRIDE OF 

KOMAZAWA」。このテーマは駒大生としての誇りを胸に

大学祭を盛り上げていこうという思いが込められて

います。今年開催されるいくつかの企画をご紹介し

ます！

　昨年からスタートした企画で、駒澤大学内で

一番歌が上手い人を決める大会です！昨年はフ

ァイナリストの歌唱力も高く、大変盛り上がりま

した！ファイナリストを決定するためにオーディ

ションを一般公開で開催し、出場する７人を決

定 し ま す！

今年は誰が

チャンピオ

ンの座を手

にするのだ

ろうか…

　K-pro とは、坐禅とスポーツを扱った企画で

す。坐禅企画では、坐禅・写経体験、禅文化歴

史博物館ツアーなどを行い、スポーツ企画では

部活動紹介や駒大スポーツの雑誌配布、陸上競

技部への寄せ書

きなどを行って

います。毎年沢

山の方にご協力

いただいている

寄せ書きコーナ

ーでエールを伝

えよう！！

　K-pro とは、坐禅とスポーツを扱った企画で

　駒澤プロデュース研究会（KPC）が主催する今年の

オータムライブには、白昼編に「フレンズ」、月夜

編に「ACIDMAN」と、メジャーグループ２組が出演し

ます。学生生活の思い出になること間違いなし！

学生チケットは大学内特設ブースにて販売中です。

公式 Twitter（＠komazawa_KPC）

　駒澤大学の顔であるミス駒澤・ミスター駒澤を

決めるイベントです。各大学で選ばれたミス・ミ

スターのグランプリの中から、さらに頂点を決め

る大会において２年連続で駒澤大学の学生がグラ

ンプリに輝き、いい波に乗っています！今年の顔

は果たして誰になるのか乞うご期待！
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第12回学長学業奨励賞が222人に授与されました。
この賞は、前年度の各学科成績上位者若干名を学年ごとに表彰するものです。

＜仏教学部＞
【２年次生】 平川　竜太・加藤　大嗣・朝比奈　征宏・中條　尚輝・

白井　隆悦

＜仏教学部禅学科＞
【３年次生】髙田　清文・山口　拓真
【４年次生】西川　淳元・丹羽　道海

＜仏教学部仏教学科＞
【３年次生】鳥澤　芳峻・伊藤　彩子・縄田　麻友
【４年次生】栗木　亮学・鈴木　昌成・長澤　花桜里

＜文学部国文学科＞
【２年次生】須藤　紗貴・内田　好美・石井　百花
【３年次生】長田　麻友子・遠藤　万友・七條　光咲
【４年次生】小松﨑　彩・高木　結衣・木菱　克海

＜文学部英米文学科＞
【２年次生】後藤　彩巴・真下　直子・須原　花織
【３年次生】佐藤　由梨佳・神田　桃・木村　創
【４年次生】鈴木　涼太・山下　宣篤・野澤　稚佳奈

＜文学部地理学科地域文化研究専攻＞
【２年次生】中村　和奏・太田　悠文
【３年次生】横尾　空・清水　俊行
【４年次生】中村　麻友・古川　雄太

＜文学部地理学科地域環境研究専攻＞
【２年次生】吉見　花絵・松本　美里
【３年次生】加藤木　みさ・伊藤　加鈴
【４年次生】亀山　史紀・鈴木　悠生

＜文学部歴史学科日本史学専攻＞
【２年次生】小笠原　悠・寺嶋　桜織
【３年次生】北原　拓実・栁瀨　翠華
【４年次生】天野　由香里・小川　遥香

＜文学部歴史学科外国史学専攻＞
【２年次生】高野　弥生・前田　竜
【３年次生】菊地　里沙・志村　雅人
【４年次生】髙瀨　海人・西村　佳純

＜文学部歴史学科考古学専攻＞
【２年次生】鈴木　里佳
【３年次生】宮崎　澪菜
【４年次生】鈴本　翔哉

＜文学部社会学科社会学専攻＞
【２年次生】毛塚　友菜・橋本　采奈
【３年次生】藤本　尚世・板坂　美空
【４年次生】福富　実輝也・齊藤　南

＜文学部社会学科社会福祉学専攻＞
【２年次生】柿沼　優菜・石橋　里菜
【３年次生】杉野　七海・廣住　沙紀
【４年次生】髙見　佳乃子・前田　美沙

＜文学部心理学科＞
【２年次生】岩﨑　亜実・池田　英
【３年次生】井町　美沙緒・荒引　寛崇
【４年次生】乾原　継桃・大谷　修

＜経済学部経済学科＞
【２年次生】 東　駿太郎・阿部　眞彩・安岡　彩夏・田﨑　智・

斉藤　慶樹・髙橋　唯・井山　智陽

【３年次生】 吉田　宏子・秋山　清人・蓮見　美紗・持田　和花・
平林　実華・山村　香乃・佐藤　帆夏

【４年次生】 鄧　霞・松嶋　多寿久・宇佐美　奈穂・三上　航・
大西　和人・KITTI PHATSARUT・長田　茉佑子

＜経済学部商学科＞
【２年次生】 中村　琢・由利　陽良・鈴木　里穂・黒川　南々帆・

小澤　拓
【３年次生】 坂入　匠・福原　康人・北野　哲平・片山　洋介・

狩野　健太
【４年次生】 本間　柾之・坪内　沙耶・齋藤　英璃奈・村瀬　望・

栁原　悠真

＜経済学部現代応用経済学科＞
【２年次生】佐藤　千佳・臼井　晴紀・萩原　和優
【３年次生】植田　黎磨・内田　詩乃・中﨑　希望
【４年次生】尾池　一樹・南　康太・久保　友亮

＜法学部法律学科フレックスＡ＞
【２年次生】 藤田　尚久・吉田　沙南・田中　俊輔・川口　可夏・

浅見　航輝・得居　澪
【３年次生】 金子　優斗・冨山　尚恵・千葉　大樹・冨上　愛梨・

池田　美咲・鶴ヶ﨑　裕美子
【４年次生】 小宮山　愛理・板倉　賢・松永　真生子・鈴木　朱里・

玉木　玖実子・岡口　悠莉恵

＜法学部法律学科フレックスB＞
【２年次生】舞　卓也・松浦　将吾・金井　翔吾・小宮山　新八
【３年次生】石　和彬・小田　紗香・丸山　隆一・國松　沙樹
【４年次生】仁藤　光一・浅岡　和也・佐々木　聖優・勝又　菖太

＜法学部政治学科＞
【２年次生】関　陽菜・鬼島　浩介・小川　敦・佐々木　智央
【３年次生】奥寺　彩乃・樋口　晴香・雨宮　克弥・清水　陸
【４年次生】中村　茜・木村　俊哉・柴田　優斗・宮本　篤志

＜経営学部経営学科＞
【２年次生】 松永　萌花・永井　俊平・杉山　怜・淺野　莉菜・

渡辺　千晶・桒原　優人・中田　知里
【３年次生】 新井　翔太・山岸　公輝・武井　あす香・奥山　実咲・

熊谷　香穂・折口　萌・岡本　稚菜
【４年次生】 有賀　万海・林　華鳳・山本　愛梨咲・椿本　宗輝・

杉﨑　拓摩・平塚　すみ香・飯田　英稔

＜経営学部市場戦略学科＞
【２年次生】奥原　昂太・阿部　巴音・坂間　俊文・塩田　柚香子
【３年次生】前田　千咲・峯岸　春菜・中里　虎丸・浅井　貴柚
【４年次生】木村　名・宮川　瑞生・髙木　優介・吉沼　優衣
　
＜医療健康科学部診療放射線技術科学科＞
【２年次生】杉戸　千夏・近藤　有香
【３年次生】藤井　恭平・西澤　慎
【４年次生】安居　虹希・畠山　和志

＜グローバル・メディア・スタディーズ学部グローバル・メディア学科＞
【２年次生】 肥喜里　拓真・袖山　龍太郎・山口　心愛・丹沢　千文・

近藤　鈴奈・松野　友美
【３年次生】 藤本　一輝・川﨑　大輝・山城　涼・関　明日香・

手塚　彰吾・青野　和真
【４年次生】 信田　雄也・内山　未理・高原　柊子・

小原　友佳里・尾﨑　友美・増井　彩夏

平　成
30年度 学長学業奨励賞受賞者発表平　成平　成
3030年度年度年度
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　７月29日（日）に駒沢キャンパスで「駒澤こども大学 in 駒沢 2018」を開催し
ました。初開催となった今年度は、972人の方々にご来場いただきました。
　当日は、16団体が「夏休み 自由研究プロジェクト」と題して様々なプログラ
ムを実施しました。「自由研究のお手伝い」をコンセプトに、「ろくろ体験」や「抹
茶と紅茶の飲み比べ」、「落語体験」など、それぞれのサークルの活動内容に基
づいたプログラムを用意し、作品やワークシートを持ち帰っていただきました。
　また、音楽系サークルによる「こどもコンサート」では、楽器の生演奏を披露。
「プレーパーク」には囲碁や将棋などのテーブルゲームを用意し、参加者同士で
の対戦や、大学生との対戦を楽しんでもらいました。

　駒澤大学では、課外活動を通した地域貢献事業を推進しています。これは、①大学と地域社会との交流、②地域貢献を通
した課外活動による学生の自己形成促進、③地域における共生社会の実現、④近隣住民に教育活動の機会を提供することを
目的としており、昨年度までは体育会の協力により「スポーツフェスティバル in 玉川」を開催してきました。
　今年度からは、文化系サークル、音楽系サークルにも活動の機会を設けるべく、「駒澤こども大学 in 駒沢」と「ジョイン
トコンサート（仮称、2019年3月17日（日）開催予定）」も併せて開催することになりました。

陶芸倶楽部
茶道部
紅茶文化研究会・喫茶館
天文愛好会
参禅部
書道部
鉄道研究会
美術部

漫画倶楽部
落語くらぶ
管弦楽団
手話サークル「かえで」
心理学研究会
中国語研究会
スペイン語研究会

ポコ・ア・ポコ

ギタークラブ
ギターマンドリン倶楽部
囲碁部
将棋愛好会
テーブルゲーム研究会
総合情報センター

学生有志スタッフ

参加団体

こども大学

課外活動を通した地域貢献事業

いったダンス経験者か
ら初心者まで幅広い人
が在籍しており、劇団
四季に所属していたプ
ロコーチの指導を受け
ている。
　また、公演に向けた練習以外にもバーベキューやクリス
マスパーティーを行い、部員の親睦を深めている。部員同
士の仲が良く、「どのサークルよりもダントツで仲が良いの
では」と話す。
　FLAPは現在、12月９日（日）に東京都福生市で行われるダ
ンスプロジェクト「α」のコンテストに向けて練習を重ね
ている。佐藤さんは「今年は節目の年。今年こそは決勝ス
テージに進出したい」と言葉に力を込めた。

（学生記者　駒大スポーツ所属
　法学部政治学科３年　田上 佳雅）

　今回紹介するのは、今年で創立20周年を迎えたジャズダ
ンスサークルFLAP。週２～３回活動しており、年に数回あ
る公演やイベントに向けて日々練習をしている。
　ジャズダンスと聞くと、クラシックなイメージを持つ人
もいるかもしれないが、幹事長の佐藤由奈さん（法律３）
によると、クラシックバレエからジャニーズグループのダ
ンスまで、全てのダンスの基礎となるものがジャズダンス
にあたるそうだ。
　FLAPは他の大学に姉妹サークルが存在し、連盟を結成し
ている。加盟校でダンスプロジェクト「α（アルファ）」を
結成しており、ここを通じて他大学の学生と交流している。

　佐藤さんは
大学に入学す
るまでにチア
ダンスの経験
はあったが、
ジャズダンス
は知らなかっ
たという。FL
APにはそう

ジャズダンスサークル
FLAP

Twitter　 　https://twitter.com/fl ap2018
Instagram　https://www.instagram.com/

fl ap-jazzdance/

153回
サークル訪問
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KOMAZAWA NEWSKKOMAZAWAWA AWAW

文部科学省の「トビタテ！留学
JAPAN日本代表プログラム」に選出

経済学部の長山宗広ゼミが
愛知県常滑市で地域活性化を提案

硬式テニス部が
各種大会で活躍

世田谷区社会福祉協議会と「地域福
祉の推進に関する包括協定」を締結

「情報グループ学習室
（PAO）」のロゴが決定

山梨県と学生UIターン就職促進に関する
協定を締結

経済学部現代応用経済学科ラボラトリが
経済産業省中小企業庁「創業機運醸成事業」に採択

OBのプロボクサー伊藤雅雪選手が「WBO
世界スーパーフェザー級王座」を獲得

GMS学部の各務洋子ゼミが100円朝食の
メニューを発案した「学食の野菜革命」を企画

　文部科学省が展開する
留学促進キャンペーン「官
民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学JAPAN
日本代表プログラム～」の
第９期生派遣留学生とし
て、氏家瑠美さん（グロー
バル・メディア３）と金澤麻衣さん（グローバル・メデ
ィア２）が選出されました。

　長山ゼミが、８月27日
（月）～30日（木）に愛知県
常滑市でフィールドワーク
を行いました。常滑市内の
経営者や住民などに聞き取
り調査を実施し、地域活性
化の提案を行いました。

　日野勇人選手（経営３）と田村迅選手（経済３）が、８月９日（木）～21日
（火）に開催された「平成30年度全日本学生テニス選手権大会」の、男子ダ
ブルスの部で第３位に輝きました。また、古川真実選手（社会４）と清水里
咲選手（国文１）が、８月22日（水）～27日（月）に開催された「平成30年度
関東学生テニス選手権大会」の、女子ダブルスの部で優勝を果たしました。

　今年度新設された情報グループ学
習室「PAO」のロゴを募集し、応募さ
れた47作品、計482票の投票の結果、
最優秀賞１点、優秀賞２点を決定し、
今野大樹さん（グローバル・メディア
４）の作品が最優秀賞に選ばれました。

　協定締結により、世田谷
区社会福祉協議会と本学、
及び学生が協働して地域の
福祉を推進していくことが
期待されます。

　学生の山梨県の企業へのUIターン就職活動支援について、
相互に連携・協力をして取り組むことを目的としたもので、
９月４日（火）に協定式を開催しました。
なお本学では現在、栃木県、長野県、茨
城県、新潟県、山形県、札幌市と既に学
生UIターン就職促進に関する協定を結
んでいます。

　現代応用経済学科ラボラトリが経済産業省中小企
業庁「創業機運醸成事業」に採択されました。これは、
創業準備段階に至っていない創業の無関心者（学生を
含む）に対して創業の普及啓発を行う事業です。補助
金の公募にあたり、せたがや中小企業経営支援セン
ターと共同で申請を行い、2018年８月に採択されま
した。

　伊藤雅雪選手（現代応用経済卒）が、７月
28日（土）にアメリカで開催された「世界ボ
クシング機構（WBO）スーパーフェザー級王
座決定戦」に勝利し、世界チャンピオンとな
りました。

　各務ゼミが７月９日（月）～13日（金）
に、学生食堂で提供している100円朝食
のメニューを発案したプロジェクト「学
食の野菜革命」を企画しました。学生が
野菜を食べる習慣を身に付けることを
目的に、学生食堂を運営する銀座スエ
ヒロカフェテリアサービスの協力のも
と、１日限定200食の100円朝食で実施
しました。

ゼミ・研究
学生の活躍

　日野勇人選手（経営３）と田村迅選手（経済３）が、８月９日（木）～21日

クラブ・サークル
課外活動

その他
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体育会
●ラグビーフットボール部
¡関東ラグビーフットボール大会 リーグ戦4部／～
11月8日（木）／駒澤大学グラウンド、千葉大学
グラウンド、創価大学グラウンド
●アメリカンフットボール部
¡関東学生アメリカンフットボール 秋季リーグ戦／
～12月1日（土）／アミノバイタルフィールド
●サッカー部
¡JR東日本カップ2018 第92回関東大学サッカー
リーグ戦【後期】／～11月25日（日）／味の素フィ
ールド西が丘　他
●少林寺拳法部
¡第52回少林寺拳法全日本学生大会／ 11月4日
（日）／日本武道館
●相撲部
¡全国学生相撲選手権大会／ 11月3日（土）・4日
（日）／国技館
●バスケットボール部
¡第94回関東大学バスケットボールリーグ戦／～
11月3日（土）／江戸川大学駒木キャンパス、国
士舘大学多摩キャンパス
●ボクシング部
¡第88回全日本ボクシング選手権大会／ 11月14
日（水）～18日（日）／水戸桜ノ牧高校常北校
●陸上競技部
¡秩父宮賜杯第50回全日本大学駅伝対校選手
権記念大会／ 11月4日（日）／熱田神宮西門前 
～伊勢神宮内宮宇治橋前

●男子バレーボール部
¡2018年度関東大学バレーボール秋季リーグ戦／
～10月20日（土）／駒沢体育館　他

¡第71回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男
子選手権大会／11月26日（月）～12月2日（日）／
東京都内

●体操競技部
¡関東学生新人体操競技大会、関東学生体操競
技交流大会／ 10月19日（金）・20日（土）／栃木
県体育館

●空手道部
¡関東学生空手道体重別選手権大会／10月21日
（日）／武蔵の森総合スポーツプラザ
¡関東学生秋季定期リーグ／ 10月28日（日）／亜
細亜大学

¡全日本大学空手道選手権大会／ 11月18日
（日）／日本武道館
●剣道部
¡第66回全日本学生剣道優勝大会／ 10月28日
（日）／大阪市中央体育館
¡第37回全日本女子学生剣道優勝大会／ 11月
11日（日）／春日井市総合体育館

¡第64回関東学生剣道新人大会／ 11月25日
（日）／東京武道館
¡第19回関東女子学生剣道新人大会／12月1日
（土）／東京武道館
●洋弓部
¡関東学生アーチェリー新人個人選手権大会／
11月3日（土）・4日（日）／富岡総合公園アーチェ

リー場
●男子ラクロス部
¡第31回関東学生ラクロスリーグ戦／10月21（日）
・27日（土）／東京理科大学野田キャンパス　他
●女子ラクロス部
¡第31回関東学生ラクロスリーグ戦／未定／未定
●チアリーディング部BLUE JAYS
¡第30回全日本学生選手権大会／ 12月15（土）・
16日（日）／高崎アリーナ
●應援指導部ブルーペガサス
¡第十四回天馬祭／ 12月16日（日）／記念講堂
文化部
●合唱団
¡第56回定期演奏会／ 12月27日（木）／武蔵野
文化会館
●ギタークラブ
¡ウィンターコンサート／ 12月23日（日）／記念講
堂
●ギターマンドリン倶楽部
¡第48回定期演奏会／ 12月7日（金）／川口総合
文化センター　リリア音楽ホール
●吹奏楽部
¡第54回定期演奏会／ 12月9日（日）／記念講堂
任意団体
●放送研究会
¡番組発表会／ 12月26日（水）／記念講堂
●管弦楽団
¡第41回定期演奏会／ 10月20日（土）／記念講
堂

声援歓迎

サークルの活動予定 駒大生の輝く姿をぜひご覧くださいサークルの活動予定

KOMAZAWA NEWS

経営学部が世田谷区立駒沢小学校の
サマースクールに企画参加

陸上競技部の大八木弘明監督と片西景選手、空手道部の杉本りさ選手が
「スポーツ功労者顕彰」と「国際競技大会優秀者表彰」を受章

ボクシング部の2選手が
日本代表に選出

学生FDスタッフの委嘱が行われ結成式
を開催

　経営学部の５つのゼミ（青木
茂樹ゼミ、小野瀬拡ゼミ、鹿
嶋秀晃ゼミ、中野香織ゼミ、
渡辺伊津子ゼミ）が、８月30日
（木）に近隣の世田谷区立駒沢
小学校サマースクールのプロ
グラムに企画参加しました。

　文部科学省スポーツ庁より、陸上競技部の大
八木弘明監督が「国際競技大会優秀者表彰」を、
片西景選手（地理４）と空手道部の杉本りさ選
手（心理３）が「スポーツ功労者顕彰」をそれぞ
れ受章しました。
　片西選手は「第29回ユニバーシアード競技大会ハーフマラソン」での
優勝、杉本選手は「第10回世界ジュニア&カデット空手道選手権大会」
の組手の部で優勝したことが評価されました。片西選手の指導にあたっ
た大八木監督は、指導者としての受章となりました。

・小川達也選手（経営１）
が、８月14日（火）～16
日（木）に台湾の台北市
で開催された「第８回台
北市カップ国際トーナメ
ント」にフライ級日本代
表として出場しました。
・嶋田淳也選手（歴史３）
が、９月２日（日）～７
日（金）にロシアのエリスタ市で開催された
「FISU第８回世界大学ボクシング選手権大会」
にライト級日本代表として出場しました。

　６月１日（金）、学生FDスタッフ
の委嘱が行われ、結成式を開催し
ました。学生目線の教育改善を目
指して14人の学生FDスタッフが、
学生から見て効果的であると思わ
れる教育方法を実践する教員を表彰する「学生が選ぶベスト・
ティーチング賞」などのイベント企画、広報、運営を行います。
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活躍する卒業生

ちたことです。やっぱり負けたことの
方が強く印象に残っていますね。
そんなサッカー漬けの毎日を過ごし

ていた時に、社会人リーグの住友金属
が声を掛けてくれました。他のチーム
からもお誘いをいただいたのですが、
最初に声を掛けてくれたことと、若い
チームで良いなと思ったので、すぐに
お世話になろうと決めました。
---以降、鹿島一筋ですが、どのような
経緯で現在の仕事に就かれましたか。
30歳まで現役を続けて、引退後は

コーチとして指導者の道に入りました。
コーチになって２～３年後、Jリーグ
発足に伴い、チームもそこに参加する
ことになった。チーム名も鹿島アント
ラーズとなり、育成部門を立ち上げな
いといけなかったので、僕はユースの
監督をしながら選手集めもしていまし
た。その後、新たに専門のスカウト部
門を立ち上げることになって、人事異
動という形で今の仕事に就きました。
---スカウトという仕事の中で、苦労さ
れた点や、やりがい、大切にされてい
ることなど教えてください。
最初の頃は、まずは試合に足を運ん

で顔を覚えてもらうのに必死でした。
後に名将と呼ばれる監督たちも、最初
はなかなか顔を覚えてくれなかった。
選手がいない時も何度も通って、行く
度に名刺を渡しました。でも、そうい
う方たちに鍛えられて、色々と教わっ
たことが今に繋がっています。
僕は、高校・大学の選手のスカウト

を担当していますが、毎年２月ぐらい
に強化部で新人を採るポジションが決
まります。その後、週末は全国各地に
行って、自分の目で直に選手たちのプ
レーを見ます。良い選手は、技術力が
高いのは当然だけど、大事なのはスト
ロングポイントを持っているかどうか。
そこで目に留まった選手の中から、声
を掛ける選手を僕が決めます。鹿島で
は日本人の新人選手は僕に一任されて
おり、当然、責任やプレッシャーはあ
りますが、その分やりがいも大きい。
それと信用が一番大事なので、僕は

良いことだけじゃなく本当のことを正

鹿島アントラーズのスカウトマンと
して、今まで数多くの才能ある選手を
見出してきた椎本さんに、色々なお話
を伺いました。
　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

---サッカーを始めたきっかけは？
子どもの頃は、野球に夢中でしたね。

当時は、スポーツができる人は野球を
する時代。サッカーは教える人も少な
い状況でした。でも、小学校６年生の
時に、学校で一時的にサッカークラブ
ができて、それがきっかけで始めたの
がサッカーとの出会いですね。
そこから、サッカーを好きになって、

中学校、高校でもサッカーを続けまし
た。ただ、サッカーは好きだけど、勉
強は嫌だったので（笑）、正直、大学
に行く気はなかったんです。でも、高
校３年生の時に、母親が監督から学校
に呼ばれて「大学でサッカーをやらせ
ていいですか？」と聞かれたので、親
が「先生にお任せします」と応えて、
それで決まってしまいましたね（笑）。
---駒大ではどんな学生でしたか？
大学時代はサッカー一色の日々で、

夏休みも合宿があり、毎日練習でした。
僕が１年生の時に４年生でキャプテン
だったのが、秋田浩一さん（※）で、
すごく鍛えてもらいました。
学生時代で一番嬉しかったのは、３

年生の時に関東１部に上がれたことで、
逆に一番悔しかったのは翌年２部に落

直に言います。結局は人と人ですから、
何度も足を運んで、信頼関係を作るこ
とが重要で、それは一般企業の営業マ
ンと一緒だと思います。
---数々の名選手をスカウトしてこられ
ましたね。
今まで僕が声を掛けて、47人の選手
に鹿島アントラーズに来てもらいまし
たが、多くが日本を代表する選手に
育ってくれました。例えば先日のロシ
アW杯には、鹿島関連で言えば、昌子
源、植田直通、柴崎岳、大迫勇也の４
選手が日本代表に選ばれましたけど、
自分が関わった選手が世界の舞台で活
躍しているのを見るのは嬉しいもので
す。ただ、それよりも何倍も嬉しいの
が、来てくれた選手が初めて試合に出
た時です。親心のようなもので、この
仕事をしていて何より一番の喜びを感
じますね。それに、鹿島アントラーズ
というチームに魅力があるから選手が
来てくれる。僕はその橋渡しをしてい
ると思っています。
---最後に学生たちにメッセージを。
サッカーに関して言えば、何かを犠
牲にしないと一流にはなれないと僕は
思います。学生なら遊びにも行きたい
でしょう。でも、「サッカーも、遊びも」
と両方取ったら成功しない。プロとい
う目標があるなら、何かを犠牲にして
人よりも努力をする。それが好きなこ
とのためだったら、できるはずです。
サッカー以外のことでも、こういう
仕事に就きたいとか、何か自分の目標
を持って、それに向かってやっていけ
ば、大学生活がもっと楽しいものにな
るんじゃないかなと思いますね。

株式会社鹿島アントラーズ FC　スカウト担当部長　椎
しい

本
もと

 邦
くに

一
ひと

さん

1958年東京都生まれ。法学部法律学科卒業。
卒業後は鹿島アントラーズの前身・住友金属
工業サッカー部に入団。30歳で現役を引退し
た後、指導者時代を経て、鹿島のスカウト担
当に就任する。Jリーグ創成期から長年にわた
り、高卒・大卒の新人選手を発掘するスカウ
トマンとして活躍。現在も第一線で活躍中。

鹿島アントラーズ
クラブ公式サイト
http://www.so-net.ne.jp/
antlers/

公式Facebook
https://www.facebook.com/offi  cial.
KashimaAntlersFC

公式Twitter
https://twitter.com/atlrs_offi  cial

公式Instagram
https://www.instagram.com/kashima.
antlers/

「何かを犠牲にして人より努力できる者だけが、一流になれる」

「活躍する卒業生」はWEBでもご覧いただけます！
PRサイト  駒大プラス 　　に本紙でご紹介できなかった内容を加え掲載しています。

※：現・サッカー部監督、総合教育研究部スポーツ・健康科学部門教授。
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